
棚田研修を起点とした関係人口創出に関する考察
 

～新潟県十日町市における実証からの示唆～

持続可能な地域社会の実現にむけて、東京一極集中から自律分散型社会への転換
が求められています。地域循環型ミライ研究所は、地域固有の社会的価値（文化・食・
自然・歴史など）から経済的価値を生み出し、それが再び社会的価値の保存・発展に繋
がる「社会と経済の循環」が重要と考えています。

特に人を起点とした「循環」、都市部と地域を行き来する「関係人口」に着目し、域外
の人が地域活動に関与することで、地域愛の醸成と地域活性化を図ることを目指して
います。

本実証では、現在各地で担い手の不足に直面している棚田をフィールドとして、近年
注目を集めているCSV経営を担う人材を育成するための企業研修プログラムを実施
することで、企業における人材育成のみならず、実施地域における関係人口の創出
（通い農※1実践者の創出）効果を得られるのではないかとの仮説の基、検証を行いま
した。

① 取り組みの背景

実施地域 新潟県十日町市松代地域

実施期間  2024年8月～10月 （現地研修日程：9月１0日～１２日）

実施目的  棚田をフィールドとしたCSV研修プログラム（以下、棚田研修）がもたら
すCSVマインドの醸成効果および実施地域に対する関係人口創出効果
に関する検証※2

参加者  NTT東日本、NTT‐ME、MURCの社員13名

実施内容 2名の社会起業家と連携し、棚田研修プログラムの企画段階から取り組
み、研修効果の測定や参加社員の当該地域への意識変容の様子を調査
した

② 実証概要

【棚田研修のねらいと関係人口創出仮説】 【現地研修の様子】
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※２ 【棚田研修プログラムの詳細】

※１ 主に都市部といった地域外に住む人が耕作主体として、里山に通い田畑の保全に関わるライフスタイル
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参加者13名に対してアンケートを実施し、分析結果から以下の考察が得られました。

③ 実証の   CSVマイン 醸   ・関係人口創出   

棚田研修の効果を最大化し、通い農への移行を促進するための、以下の課題も浮き
彫りとなりました。

④ 実証  見え  た  

■ CSVマインド醸成効果

• 参加者全員が「中山間地域が抱える社会課題についての解像度が高まった」と
回答し、うち11名は「新たな視野・視座を獲得できた」等、リーダーとしてのビ
ジョンのアップデート効果も確認できた

• 13人中11人が「職場でのパフォーマンス向上につながる」と回答し、現業にお
ける課題解決やパフォーマンスの向上、新規事業の創出にも寄与することが期
待できる

■関係人口（通い農実践者）創出効果

• 参加者全員が十日町市に対する再訪意欲を示したが、訪問頻度の意向は「一年
に一度」から「複数年に一度」が大半となり、通い農としての棚田の担い手創出
には至らなかった

• 「十日町市松代地域以外の地域」への耕作体験について5名が参加意欲を示し、
より高い訪問頻度を示したことから、特定の地域に限定せず、棚田存続支援と
いう問題を広義に捉え、課題を多角的に理解しようとする意識変容が伺えた

■ 人との多様な関わりを魅力としたプログラム設計
• アンケート結果から、「地域内で認識する人数が多いほど地域との関係性が深

くなる」という傾向が伺えた。より多くの地域住民との交流機会の確保が重要

■現地ならではの体験創出
• 「宿泊施設」や「交通手段」に関して「やや満足以下」の回答有り
• 「農」に関係のない施設においても、そこでしか味わえない体験や地域との関

係性が創出されるプログラム設計、地域内インフラ整備の必要性有り

■研修コンセプト（社会課題解決型のリーダー研修）を踏まえたプログラム編成
• 座学研修で得られた知識と現地研修の関連性を明確にする工夫

■物理的な距離を補完するICT技術の活用
• スマートインフラの整備などDXを活用した通い農の活動支援の仕組みづくり
• オンラインで参加できる現地コミュニティの開設

⑤地域固有の資源 ある棚田を活用した関係人口の創出に向けた国・地域・   の提言

本実証の成果を踏まえ、以下の通り地域固有の資源である棚田を活用した関係人口の創出に向けて取り組むべきことを提言します。

棚田研修を起点とした関係人口創出に関する考察  

～新潟県十日町市における実証からの示唆～

 地域と都市部のコミュニテ 構築に関する提言 

• 棚田研修 人材  のみ  ず個人のウェ ビ イン 向上に繋がる

•   だけ     都市部に存在する 校や市民団 等 様々 コミュニテ 
にお      に 繋がる棚田研修実施と支援策 交 手段の確保等 を検
討すべ 

• 棚田保全に対する各種支援策の拡充 森林環境税 森林環境譲与税等と った
税制度の活用検討 

   における人材  や地域  の 長 どに関する提言 

• 棚田に 表  る地域資源・地域  を活用した人材       の開発

• 人材  のみ  ず その地域における新た   開発の可能性 視野に入
 た より積極的 研修     の展開

•   による地域 活躍する  起 家の不足機能の補完   起 家同士の
マッチン 促進による地域発展 の貢献
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